
局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

神戸地方法務局尼崎市局総務課長

横山　武美

関西いのちの電話
事務局長

八尾　和彦

尼崎市家庭児童相談室

春名孝志 浅井鈴子

人権エンターティナー

登天　ﾎﾟｰﾙ

研修名・対象者

人権教育研修講座
全教職員

人権教育研修講座
全教職員

人権教育研修講座
全教職員

講演テーマ等

これからの人権教育をめざすもの
（多文化共生研修）

これからの人権教育をめざすもの
（ハラスメント対応研修）

これからの人権教育をめざすもの
（男女協同参画の視点で）

※対象は全教職員

「１本の電話から・・・」
（多文化共生研修）

校・園長研修
校長・園長対象

6月26日 ５６名

8月29日 ２０３名

8月28日 １４９名

教育総合センター研修事業　（教職員研修事業） 備考達成している

・1年目教員を対象とした研修を実施し、教職員の意識改革を行う。
・学校現場では、男女混合名簿が実施されていることをふまえ、それらも関連させて研修を実施していく。
・管理職研修におけるハラスメント対応研修は、２６年度においても実施する。
・差別問題が多様化してきているので、多岐にわたる人権研修を今後の展開としていく。 達成

年度
26年度目標値

教職員研修の実施回数

年1回 ３回

１　学校等における男女共同参画の推進

１　教職員等の意識と指導力の向上

教職員研修の充実

関連する計画

２６年度に
向けた
方向性

2111

事業内容

参
考

（ＰＬＡＮ）

学校教育において、男女共生教育を推進するため、教職員（幼・小・中・養・高）に対する研修の充実を図る。（管理職研修、
人権教育研修講座等）

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ２　社会の制度・慣行等の見直し

重点方針方針

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

教育総合センター 人権教育研修講座
　(1)　日時・「テーマ」・参加人数
　　　①　平成２５年８月２７日・「これからめざす人権教育」・１９５名
　　　②　平成２５年８月２８日・「いのちの教育」・２１０名
　　　③　平成２５年８月２９日・「人権教育を通して推進する人間形成」・２０２名
　(2)　講師
       佛教大学　教職員支援センター講師　西田益久氏
　(3)　対象
       全教員

実施日 参加人数

8月27日 １８９名

講師名

目標・実績 ３回

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

・1年目教員を対象とした研修を実施し、教職員の意識改革と資質向上を行う。
・学校現場では、男女混合名簿が実施されていることをふまえ、それらも関連させて研修をさらに実施していく。
・管理職研修におけるハラスメント対応研修は、引き続き２７年度においても実施する。
・差別問題が多様化してきているので、多岐にわたる人権研修を今後の展開としていく。

下回った

2111
評価１

教育委員会事務局 教育総合センター 事業番号
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ２　社会の制度・慣行等の見直し

（ＡＣＴＩＯＮ）

継続的に研修を実施していく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

（公立）
専門研修－36回  :　1,143人
保育所別職場研修－ 53回　:　460人（保育所数25所）
※職場研修のうち、人権・男女共同参画にかかる研修

派遣研修－8回　:　26人

（私立）
私立保育所に対しては、公立の主催する専門研修及び県や団体等が実施する研修等の情報を提供した。

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

2112

事業内容

達成
年度

参
考

2112
評価１

こども青少年局 保育指導担当 事業番号

保育士の専門性向上のひとつとして人権・男女共同参画に関連する研修を実施する。

継続的に研修を実施していく。

（公立）
専門研修－ 26回： 1,180  人
保育所別職場研修－48  回：395人（保育所数25所）
※職場研修のうち、人権・男女共同参画にかかる研修

派遣研修－ 6 回：18人
（私立）
私立保育所に対しては、公立の主催する専門研修及び県や団体等が実施する研修等の情報を提供した。

別紙あり

１　学校等における男女共同参画の推進

１　教職員等の意識と指導力の向上

保育士研修の実施

関連する計画

職場研修内容【主なもの】
・人権を大切にする保育
・職員のよりよい関係のために
・保護者の人権について
・要保護児童について
・ＣＡＰワークショップ

職場研修内容【主なもの】
・人権意識をもった関わり方
・保護者の人格・価値観を尊重する子育て支援
・人権の心を大切にする保育
・障害児の人権を大切する仲間づくり
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実
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

・全教育活動の中で、男女の固定的な役割分担を前提とせず、人権の尊重・男女の協力・相互理解等の指導の充実に努めるとともに、男女
が性別にかかわりなく、互いにその個性を尊重しつつ、等しく責任を分かち合い、それぞれの能力を十分に発揮することができるような教育
を推進する。　・男女混合名簿を完全実施する。

達成
年度

目標値

備考

２　学校教育における慣行の是正

関連する計画

①教職員が学習、研修を年１回以上実施した校数の割合
②男女共生教育を推進するための授業を全クラスで年間に実施した校数の割合

①100％
②100％

①14.5%
②100％

小学校にも拡充されたこころの教育推進事業において、男女共生の視点に立った講演を他校にも紹介するなど、男女の相互
理解が深まるようにする。

男女共生教育の推進

達成している

26年度

・県教委作成の「男女共同参画社会をめざす学校教育の実践に向けて」や、人権教育資料「ほほえみ（小学校用）」「きらめき（中学
校用）」を道徳等で活用し、男女共生教育の推進に努めた。
○「ほほえみ」の活用状況：１・２年69.7％、３・４年60.4％、５・６年57.5％（市内43小学校平均）
○「きらめき」の活用状況：63.1％（市内１９中学校平均）

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

県教委作成の「男女共同参画社会をめざす学校教育の実践に向けて」や、人権教育資料「ほほえみ（小学校用）」「きらめき（中学校
用）」を道徳等で活用し、男女共生教育の推進に努めた。道徳の授業や特別活動等での活用については、例えば、別紙資料のよう
な活用がある。
○「ほほえみ」の活用状況：１・２年70.4％、３・４年62.8％、５・６年57.9％（市内42小学校平均）
○「きらめき」の活用状況：66.7％（市内１９中学校平均）

（ＰＬＡＮ）

下回った

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ２　社会の制度・慣行等の見直し

１　学校等における男女共同参画の推進

2121

25年度目標・実績
①17.8%
②100%

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

参
考

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

全小・中学校で実施している「こころの教育推進事業」において、男女共生の視点に立った講演を他校にも紹介するなど、
男女の相互理解が深まるようにする。

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

2121
評価１

教育委員会事務局 学校教育課 事業番号

事業内容

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

参
考

・中学校では、市内全１９校の３年生に「進路指導ノート」を配布し、生徒が自らの能力や適性に応じて、主体的に多様な進路選択が
できるように、男女に関わらず生徒の思いを大切にした進路指導に努めた。
・高等学校では、生徒が自らの興味や関心、適性等に応じて進路選択ができるように、進路指導担当教員を中心に個別具体的な
進路相談による進路指導の中で、インターネット等を活用し進路情報を収集し、生徒に提供した。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ２　社会の制度・慣行等の見直し

今後の方向性

（ＤＯ）

２６
年度

・中学校では、市内全１９校の１～３年生に「進路指導ノート」を配布し、生徒が自らの能力や適性に応じて、主体的に多様な進路選
択ができるように、生徒の思いを大切にした進路指導に努めた。
・高等学校では、生徒が自らの興味や関心、適性等に応じて進路選択ができるように、進路指導担当教員を中心に個別に具体的な
進路相談による進路指導の中で、インターネット等を活用し進路情報を収集し、生徒に提供した。
・中学校、高等学校ともに、例えば、理工系分野に関心をもつ女子生徒には、「女子中高生理系進路選択プログラム」に関する情報
を提供する等、それぞれの生徒の成績や適性に応じた進路指導に努めた。

実施内容

2122
（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

（ＡＣＴＩＯＮ）

・中学校では、市内全１９校の１～３年生に「進路指導ノート」を配布し、生徒が自らの能力や適性に応じて、主体的に多様
な進路選択ができるように、生徒の思いを大切にした進路指導に努める。
・高等学校では、生徒が自らの興味や関心、適性等に応じて進路選択ができるように、進路指導担当教員を中心に個別
に具体的な進路相談による進路指導の中で、インターネット等を活用し進路情報を収集し、生徒に提供する。
・中学校、高等学校ともに、例えば、理工系分野に関心をもつ女子生徒には、「女子中高生理系進路選択プログラム」に関
する情報を提供する等、それぞれの生徒の成績や適性に応じた進路指導に努める。

教育委員会から学校現場に対して、次の2点についての通知を出すなど司令塔としての取組を検討されたい。
①（独）科学技術振興機構（文科省外郭団体）が実施する「女子中高生理系進路選択プログラム」に関する情報提供を行
うこと
②成績や適性から理工系に向いていると思われる女子生徒に対しては、「女子中高生理系進路選択プログラム」の情報
を積極的に提供するなど、理工系分野への進学支援となる進路指導を行うこと

　　　　　　　男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

年
度

25年度

達成している

①「女子中高生理系進路選択プログラム」に係る『平成２６年度「女子中高生夏の学校２０１４～科学・技術・人との出会い
～」』の開催に関する連絡を、各中・高等学校に情報提供した。
②各学校では、理工系分野に関心をもつ女子生徒には、「女子中高生理系進路選択プログラム」に関する情報を提供す
る等、それぞれの生徒の成績や適性に応じた進路指導を行っている。

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

目標値 28

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

下回った

26年度

・中学校では、市内全１９校の１～３年生に「進路指導ノート」を配布し、生徒が自らの能力や適性に応じて、主体的に多様な
進路選択ができるように、男女に関わらず生徒の思いを大切にした進路指導に努める。
・高等学校では、生徒が自らの興味や関心、適性等に応じて進路選択ができるように、進路指導担当教員を中心に個別に具
体的な進路相談による進路指導の中で、インターネット等を活用し進路情報を収集し、生徒に提供する。 達成

年度
目標・実績

実績の評価関連する計画

事業番号

２　学校教育における慣行の是正

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

2122

事業内容

女子生徒の理工系分野への進学支援を含む進路指導の充実

男女が個人として、能力・適性、興味・関心に応じて、性別にとらわれずに主体的に進路選択ができるよう進路指導の充実を図る。また、女
子生徒が自らの興味・関心によって理工系分野への進学を希望している場合、この生徒の希望を支援し、女性だからという理由で進路の変
更を強要されることのないよう相談支援、学習支援等に努める。

１　学校等における男女共同参画の推進

評価１

教育委員会事務局 学校教育課
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

専門研修
全教職員対象

情報モラルに関する研修

11月26日 １９名 東江　潤
教育用コンピュータシステムの管理と運用
（モラルセキュリティに関する内容）

6月24日 ６４名

６４名

インターネットをはじめ、様々なメディアの情報を男女共同参画の視点から主体的に読み解き、活用する能力を育成する。

教員を対象に研修を実施し、児童生徒が、自ら正しい情報モラルや、男女共同参画社会の実現に寄与する資質を身につけ
られるような研修を実施する。

情報モラル・セキュリティ研修

初任者研修
１年目教員対象

大森　康充

情報モラル・セキュリティ研修講座(平成25年7月26日)
演習　「取り組もう情報モラルの指導　高めよう情報セキュリティ」
講師　指導主事　大森　康充

特別臨時研修(平成26年1月26日)
講演　「スマートフォン(ライン等)を介したサイバー犯罪について」
講師　兵庫県警察本部生活案全部サイバー犯罪対策課

以上の研修を実施した。

１　学校等における男女共同参画の推進

２　学校教育における慣行の是正

男女共同参画の視点に立った情報教育の推進

関連する計画

実施日 参加人数

大森　康充

東江　潤

東江　潤

2123
評価１

教育委員会事務局 教育総合センター 事業番号

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

2123

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

（ＡＣＴＩＯＮ）

今後も引き続き、教員を対象に研修を実施し、児童生徒が、自ら正しい情報モラルや、男女共同参画社会の実
現に寄与する資質を身につけられるような研修を実施する。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

講師名 研修名・研修対象 講演テーマ等

6月17日

※対象は全教職員

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ２　社会の制度・慣行等の見直し
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

人権週間などに人権啓発につながる題材を「学校だより」「学年だより」「人権通信」等に掲載し、保護者や地域に配布する等、啓発
活動を行った。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ２　社会の制度・慣行等の見直し

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

人権週間などに人権啓発につながる題材を「学校だより」「学年だより」等に掲載し、保護者や地域に配布する等、啓発活動を行っ
た。

28（ＰＬＡＮ）

　　　　　　　男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

参
考

26年度

実績の評価

（ＡＣＴＩＯＮ）

人権週間などに人権啓発につながる題材を「学校だより」「学年だより」等に掲載し、保護者や地域に配布する等、啓発活
動を行う。引き続き、人権教育に関する啓発活動の充実については、機会を捉えて学校にお願いする。

「学校だより」「学年だより」「人権通信」等に掲載した啓発記事の件数や内容等、具体的に報告されたい。

年
度

25年度

達成している

人権週間などに人権啓発につながる題材を「学校だより」や「学年だより」等に掲載し、保護者や地域に配布する等、啓発
活動を行っているが、すべての「学校だより」「学年だより」について、記事の件数や内容等を把握するのは難しい。ただ、
人権教育に関する啓発活動の充実については、機会を捉えて学校にお願いをしており、例えば、別紙資料のように、「多
様性の社会で個性を活かす」というような内容は、男女共生教育につながる一例である。

今後の方向性

下回った

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

目標値
達成
年度

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

関連する計画

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

2131

事業内容

地域や家庭に対する啓発活動の充実

・人権週間などに人権啓発につながる題材を「学校だより」「学年だより」「人権通信」等に掲載し、保護者や地域に配布する
等、啓発活動を行う。

市の教育啓発誌などを利用して啓発活動を推進する。

2131
評価１

教育委員会事務局 学校教育課 事業番号

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

１　学校等における男女共同参画の推進

３　地域や家庭との連携強化
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ２　社会の制度・慣行等の見直し

（ＡＣＴＩＯＮ）

・従前通り、継続していく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・市報掲載回数　１９回　女性センター事業等を掲載。
・FM放送回数２２回　女性センター事業を案内。

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

2211

事業内容

達成
年度

参
考

2211
評価１

企画財政局
市民協働局

魅力発信・報道担当
協働・男女参画課

事業番号

市報あまがさきをはじめ、あらゆる広報媒体を活用し、男女共同参画に対する理解を深める啓発を行う。

従前通り継続していく。

・市報掲載回数　２１回　女性センター事業等を掲載。
・FM放送回数２０回　女性センター事業を案内。

２　社会における男女共同参画の推進

１　男女共同参画に関する広報啓発の充実

市報、市政ＴＶ、ＦＭ放送による広報、啓発

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

評価１

2212

事業内容

２　社会の制度・慣行等の見直し

参
考

２　社会における男女共同参画の推進

１　男女共同参画に関する広報啓発の充実

男女共同参画情報誌の発行・ホームページの充実

情報誌「フェミナル」を作成・配布するとともに、ホームページを充実させることにより、女性センター事業や男女共同参画に関
する施策の情報提供、法令等・制度の周知を行う。

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

・広報誌『フェミナル』は特集の組み方などを工夫し、市民編集サポーターとともに特徴ある紙面づくりを続けて
いく。
・ホームページは今後もさらに利用が増えることを考え、情報提供とともに閲覧しやすい環境を整えるよう管理
運営を続ける。

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

28
年度

達成している 下回った 備考

・『フェミナル』については、紙情報の特性を活かし、特集の組み方などを工夫していく。
・ソーシャルメディアの運用については引き続き試行していく

目標値
①約16,500ｱｸｾｽ／月

②6種類
25
年度

①約16,550アクセス／月
②5種類

2212

26
年度

達成
年度

①女性センターのホームページのアクセス回数
②女性センターの多様な情報サービスの提供

①増加
②増加

市民協働局 協働・男女参画課 事業番号

【情報誌】
○男女共同参画情報誌『フェミナル』を発行。
　市内公共施設、全国女性センター、市内小中高校、幼稚園等に配布し、ホームページにも掲載。
　年2回発行　各4,000部
　テーマを掘り下げ、読み物として面白い紙面構成を追及している。
　52号「センター40周年のあゆみ」　53号「起業しよう！～社会起業の視点を持って～」
　市民協働の形として編集サポーターの協力を得て、企画や取材を行った。
○来館者向け館内広報紙『トピック＠トレピエ』を発行。毎月1日発行　各500部
【メールマガジン】毎月1日発行　※発信先は158か所となった。
【ホームページ】新たに就労支援ページを設置した。講座情報、スタッフブログ、新着図書情報、カフェブログなどほぼ毎日更新。担
当課のページにリンクする形でフェイスブックの利用を開始した。

関連する計画

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

【情報誌】
○男女共同参画情報誌『フェミナル』を発行。
　市内公共施設、全国女性センター、市内小中高校、幼稚園等に配布し、ホームページにも掲載。
　年2回発行　各4,000部
　毎号時事にあった特集を組み親しみやすい紙面構成を追及している。
　54号「ささえる、つながる、尼崎の女性たち」　55号「阪神・淡路大震災から20年～防災・復興に男女共同参画の視点を～」
　市民協働の形として編集サポーターの協力を得て、企画や取材を行った。
【メールマガジン】毎月1日発行　※発信先は180か所
【ホームページ】講座情報、スタッフブログ、新着図書情報、カフェブログなどほぼ毎日更新。担当課のページにリンクする形でフェイ
スブックを利用
【フェイスブック】平成26年度に開設し、トレピエの各種情報を発信している。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標

重点方針方針
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基
本
目
標
２
　
社
会
の
制
度
・
慣
行
等
の
見
直
し

実
施
内
容
（
Ｄ
Ｏ
）

方
針

2
2
2
1

事
業
内
容
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
改
め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
資
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

幅
広
い
テ
ー
マ
が
考
え
ら
れ
る
男
女
共
同
参
画
で
あ
る
が
、
「
地
域
課
題
に
応
え
る
」
を
念
頭
に
、
今
後
も
展
開
し
て
い
く
。

　
【
ト
レ
ピ
エ
】

○
「
あ
ま
が
さ
き
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。
（
参
加
者
数
：
の
べ
5
7
9
人
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
「
ひ
と
り
親
世
帯
の
子
ど
も
の
貧
困
率
5
4.6
%
」
「
親
の
家
を
片
づ
け
る
」
「
フ
ォ
ト
ボ
イ
ス
展
」

映
画
上
映
：
「
潮
風
の
村
か
ら
～
あ
る
女
性
医
師
の
軌
跡
～
」
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
山
上
千
恵
子
監
督
に
よ
る
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

○
平
成
2
6年
度
男
女
共
同
参
画
週
間
事
業
「
浜
矩
子
が
語
る
！
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」
（
講
師
：
浜
矩
子
　
参
加
者
数
：
1
0
4
人
）

○
男
女
共
同
参
画
市
民
企
画
講
座
　
「
女
性
弁
護
士
に
よ
る
決
断
す
る
前
に
　
離
婚
か
も
？
お
悩
み
相
談
」
（
参
加
者
2
8人
）
、

「
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
よ
る
心
の
解
放
　
秋
色
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
怒
り
』
の
伝
え
方
」
（
参
加
者
1
5人
）
を
開
催
。

○
全
国
女
性
会
館
協
議
会
助
成
事
業
「
図
書
実
務
担
当
者
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
」

（
講
師
：
福
嶋
聡
、
尼
川
洋
子
、
渡
邉
斉
志
、
角
本
勢
津
子
　
受
講
生
の
べ
1
1
2
人
）
　
な
ど

　
【
神
崎
総
合
セ
ン
タ
ー
】

○
子
育
て
自
分
育
ち
教
室
（
参
加
者
数
：
3
0
2
人
）

平
成
２
６
年
度
【
第
２
次
尼
崎
市
男
女
共
同
参
画
計
画
】
　実
施
状
況
調
査
票

事
業
番
号
/

事
業
名

施
策
の
方
向

事
業
概
要
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

２
　
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

２
　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学
習
活
動
の
充
実

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

関
連
す
る
計
画

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

２
６
年
度
に

向
け
た

方
向
性

重
点
方
針

参考

○

２
６

年
度

（
内
容
:保
育
所
、
幼
稚
園
に
行
っ
て
い
な
い
未
就
学
児
と
そ
の
親
を
対
象
に
、
子
育
て
に
関
す
る
講
座
と
子
育
て
に
関
す
る
個
別
相
談
（
託
児
あ
り
）
を
実
施
。
親
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
子
育
て
不
安
の
解
消
等
に
役
立
っ
て
い
る
。
）

　
【
市
民
活
動
推
進
担
当
】

（
地
区
会
館
自
主
事
業
）

○
「
パ
パ
・
マ
マ
簡
単
手
作
り
お
菓
子
教
室
」
を
開
催
。
（
小
田
地
区
会
館
：
計
３
回
）

○
「
親
子
運
動
教
室
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会
」
を
開
催
。
（
武
庫
地
区
会
館
：
計
８
回
）

○
「
パ
パ
&
マ
マ
と
こ
ど
も
の
虫
・
む
し
講
座
」
を
開
催
（
園
田
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
：
計
１
回
）

　
【
中
央
公
民
館
（
小
田
公
民
館
実
施
）
】

○
（
市
民
企
画
講
座
 自
分
が
動
け
ば
社
会
が
変
わ
る
！
 第
1
回
目
）
女
性
が
活
躍
の
歴
史
　
～
明
治
・
大
庄
ロ
マ
ン
「
母
性
」
発
見
か
ら
婦
人
参
政
権
へ
～
　
6
/
1
（
1
5

人
）

○
（
市
民
企
画
講
座
 自
分
が
動
け
ば
社
会
が
変
わ
る
！
 第
3
回
目
）
男
女
と
も
に
活
躍
で
き
る
日
本
へ
　
　
～
成
長
戦
略
と
し
て
女
性
活
躍
推
進
～
　
　
7
/
3
（
1
3

人
）

○
（
市
民
大
学
第
3
回
目
）
あ
ふ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
情
報
を
読
み
解
く
力
　
　
～
ネ
ッ
ト
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考
え
る
～
　
　
7
/
1
6
（
7
1

人
）

○
（
地
域
・
現
代
学
講
座
 家
族
っ
て
何
！
少
子
高
齢
化
時
代
を
生
き
る
第
1
回
目
）
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
化
す
る
家
族
　
～
変
わ
り
ゆ
く
家
族
の
あ
り
方
～
　
1
0
/
2
3
（
1
9

人
）

○
（
地
域
・
現
代
学
講
座
 家
族
っ
て
何
！
少
子
高
齢
化
時
代
を
生
き
る
第
2
回
目
）
若
者
た
ち
の
未
婚
化
と
少
子
化
　
　
1
0
/
3
0
（
1
7

人
）

○
（
地
域
・
現
代
学
講
座
 家
族
っ
て
何
！
少
子
高
齢
化
時
代
を
生
き
る
第
3
回
目
）
海
外
の
家
族
状
況
と
の
比
較
　
　
～
大
人
の
女
が
も
て
る
社
会
～
　
　
1
1
/
6
（
1
9

人
）

前
年

２
５

年
度

○
「
あ
ま
が
さ
き
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。
（
参
加
者
数
：
の
べ
1
0
5人
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
講
演
「
女
性
セ
ン
タ
ー
の
今
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
、
講
演
「
ト
レ
ピ
エ
と
と
も
に
歩
む
」
、
鼎
談
「
未
来
を
つ
く
る
女
性
セ
ン
タ
ー
」

○
平
成
2
5年
度
男
女
共
同
参
画
週
間
事
業
「
女
性
の
視
点
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
準
備
す
る
」
を
開
催
。
（
参
加
者
数
：
の
べ
9
8人
）

○
男
女
共
同
参
画
市
民
企
画
講
座
　
「
大
切
に
し
よ
う
！
心
と
か
ら
だ
～
小
さ
い
と
き
か
ら
始
め
る
性
教
育
～
」
、
「
自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
『
怒
り
』
の

伝
え
方
」
を
開
催
。

な
ど
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局
課

　
事
業
の
企
画
・
立
案
・
実
施
に
あ
た
り
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
。

　
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
に
実
施
し
た
か
。

　
対
象
者
と
し
て
男
女
双
方
を
想
定
し
た
か
。
ま
た
、
双
方
に
と
っ
て
利
用
・
参
加
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
た
か
。

　
文
章
の
表
現
・
イ
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
男
女
共
同
参
画
に
配
慮
し
て
い
る
か
。

（
そ
の
他
の
特
記
事
項
）
　
↓

事
業
所
管
課
だ
け
で
な
く
、
同
趣
旨
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
他
の
公
共
施
設
の
所
管
課
に
対
し
て
、
照
会
を
行
い
、
男
女

共
同
参
画
に
資
す
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
有
無
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
い
。
な
お
、
照
会
の
際
に
は
、
事
務
局
（
協
働
・
男
女
参
画
課
）
か
ら
、
所

管
課
に
対
し
て
「
第
2
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
目
的
、
事
業
目
的
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
理
解
が
進
む

よ
う
に
さ
れ
た
い
。 目
標
値

達
成
し
て
い
る

目
標
・
実
績

女
性
に
限
定
し
た
事
業
あ
り

実
施
で
き
た

項
目
に
　

を
入
れ
て
く

だ
さ
い

目
標
項
目

2
8

（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
事
業
を
実
施
で
き
た
か

評
価
２

（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）
　
数
値
目
標

評
価
３

（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）
　
男
女
共
同
参
画
審
議
会
に
よ
る
指
摘
内
容

実
績
の
評
価

年度
2
5年
度

　
　
　
　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
審
議
会
に
よ
る
指
摘
に
対
す
る
対
応
等
に
つ
い
て

　
【
協
働
・
男
女
参
画
課
】

照
会
を
行
う
に
あ
た
り
、
男
女
共
同
参
画
に
資
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
報
告
を
求
め
た
。
男
女
共
同
参
画
と
は
何
な
の

か
、
改
め
て
職
員
が
考
え
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
計
画
の
趣
旨
も
含
め
て
資
料
（
別
紙
）
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
口
頭
に
お
い
て
も
、
説
明
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
男
女
共
同
参
画
を
主
目
的
に
し
て
い
な
く
て
も
、
男
女
共
同
参
画
に
し
資
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
可
能
で
あ
る
こ
と
へ
の
理

解
が
一
歩
進
ん
だ
と
感
じ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

今
後
の
方
向
性
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
ＩＯ
Ｎ
）

　
【
ト
レ
ピ
エ
】

・
様
々
な
分
野
で
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
参
加
対
象
者
を
定
め
て
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

・
市
民
の
学
び
や
実
践
の
支
援
と
な
る
事
業
の
実
施
を
検
討
す
る
。

　
【
人
権
課
】

・
今
後
も
、
講
演
会
等
を
通
じ
て
、
男
女
協
働
参
画
づ
く
り
な
ど
、
「
地
域
課
題
に
応
え
る
」
を
念
頭
に
入
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
実
施
等
の

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
【
市
民
活
動
推
進
担
当
】

・
市
内
６
地
区
会
館
に
お
い
て
、
「
地
域
課
題
に
応
え
る
」
を
念
頭
に
お
い
た
男
女
共
同
参
画
づ
く
り
の
自
主
事
業
の
実
施
を
推
奨

し
て
い
く
。

　
【
中
央
公
民
館
】

今
後
も
引
き
続
き
地
域
課
題
・
社
会
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
の
中
で
、
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

評
価
１ 市
民
協
働
局

教
育
委
員
会
事
務
局

2
2
2
1

事
業
番
号

協
働
・
男
女
参
画
課
　
市
民
活
動
推
進
担
当
　
人
権
課

中
央
公
民
館

下
回
っ
た

2
6年
度

達
成

年
度
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1 

    ◆
各
施
設
で
実
施
さ
れ
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
に
つ
い
て
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ピ
エ
の
事
業
の
よ
う
に
、

男
女
共
同
参
画
を
主
目
的
と
し
て
い
な
く
て
も
、
実
は
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
含
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い

る
も
の
は
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

                   ◆
そ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
は
、
「
実
施
状
況
調
査
票
」
の
「
実
施
内
容
」
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

           ◆
ま
た
、
今
後
企
画
に
際
し
て
、
そ
う
い
っ
た
視
点
を
少
し
で
も
意
識
し
て
い
た
だ
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

推
進
に
、
引
き
続
き
積
極
的
な
取
組
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
協
働
・
男
女
参
画
課
）
 

●
社
会
の
制
度
・
慣
行
等
の
見
直
し
 

②
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学
習
活
動
の
充
実
 

N
O
 

事
業
名
 

事
業
内
容
 

2
2
21
 

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
 
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
改
め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
資
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。
 

③
男
性
の
意
識
変
革
と
生
活
自
立
 

N
O
 

事
業
名
 

事
業
内
容
 

2
2
31
 

男
性
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
 

固
定
的
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
な
い
男
性
の
生
き
方
を
考
え
、
男
女
共
同
参
画
意

識
を
普
及
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
す
る
。
 

●
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確
立
 

①
家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
充
実
 

N
O
 

事
業
名
 

事
業
内
容
 

4
1
11
 

家
事
・
子
育
て
・
介
護
に
関
す
る

男
性
対
象
講
座
の
実
施
 

男
性
が
家
庭
と
仕
事
を
両
立
し
、
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
男

性
対
象
の
家
事
・
子
育
て
・
介
護
に
関
す
る
講
座
を
実
施
す
る
。
 

4
1
12
 

男
性
の
た
め
の
子
育
て
講
座
の

実
施
 

男
性
の
育
児
参
加
を
目
的
と
し
た
講
座
を
実
施
す
る
。
 

②
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
 

N
O
 

事
業
名
 

事
業
内
容
 

4
1
22
 

子
育
て
家
庭
に
対
す
る
啓
発
 

保
護
者
が
子
ど
も
に
対
し
て
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
家
庭
教
育
が
で
き
る

よ
う
、
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
講
座
を
実
施
す
る
。
 

 性
別
に
関
わ
ら
ず
、
家
族
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
仕
事
や
学
習
、
地
域
活
動
等
が
で
き
る
こ
と
に
繋
が
る

内
容
で
は
な
い
で
す
か
？
 

た
と
え
ば
・
・
・
 

★
男
性
の
家
庭
・
地
域
等
へ
の
参
画
促
進
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
、
 

子
育
て
の
コ
ツ
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
、
介
護
の
し
か
た
、
要
介
護
者
と
の
接
し
方
、
調
理
ス
キ
ル
の
獲
得
、
生
涯

を
見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
婚
活
な
ど
 

★
女
性
の
社
会
参
画
等
の
促
進
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
、
 

マ
マ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
、
心
と
体
の
健
康
、
生
涯
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、
婚
活
、
再
就
職
・
起
業
セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
 

公
民
館
、
地
区
会
館
、
総
合
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
広
場
な
ど
 

各
施
設
で
実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
・
講
座
に
つ
い
て
 

今
回
、
回
答
を
要
す
る
事
業
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

（１）一時保育利用状況

（１）一時保育利用状況

・連絡シートを毎回作成し、保護者への連絡を密にしている
・年に１回、保育サポーターを集めて内部研修を行い、男女共同参画の理念や、トレピエが目指すことについて講義を行なってい
る。登録更新のための必須研修としている。

（２）プラスワン保育
一時保育を利用しながら資格取得講座を受講した人に向け、講座終了後から
資格試験までの期間に自主学習時間を確保することを目的として、一時保育
を実施した。（1人1回2時間500円の有料）。　2014（平成26）年度は、3人の利
用があった。

午前 午後

91
合計（人） 280 71 9 360
3～6歳（人） 46 39 6

夜間 合計

1～2歳（人） 234 32 3 269

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ２　社会の制度・慣行等の見直し

２　社会における男女共同参画の推進

（ＡＣＴＩＯＮ）

・保育サポーターに対しての内部研修・防火訓練（必修）を行い、男女共同参画の視点をもった一時保育が行え
るようにつとめる。
・男女共同参画の視点ある保育を周知するため、一時保育事業に携わる保育サポーターのスキルアップ講座
を実施し人材の確保に努める。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

1～2歳（人） 152 223 0

87

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

2222

事業内容

達成
年度

参
考

２　男女共同参画に関する学習活動の充実

託児ボランティア制度の推進

2222
評価１

市民協働局 協働・男女参画課 事業番号平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

18 192

女性センターが実施する事業に子育て中の女性の参加を促進するため、ボランティアによる託児を実施する。

保育ボランティアに対しての保育スキルアップ研修を実施し（必修）、男女共同参画の視点をもった一時保育が行えるように
つとめる。

午前 午後 夜間 合計

関連する計画

567

（２）プラスワン保育
一時保育を利用しながら資格取得講座を受講した人に向け、講座終了後から
資格試験までの期間に自主学習時間を確保することを目的として、一時保育
を実施した。（1人1回2時間500円の有料）。　2013（平成25）年度は、4人の利
用があった。

※連絡シートを毎回作成し、保護者との連携を密にしている
※年に１回、託児ボランティアを集めて内部研修を行い、男女共同参画の理念や、トレピエが目指すことについて講義を行なってい
る。ボランティア登録更新のための必須研修としている。

合計（人） 239 310 18

375

3～6歳（人） 87
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

５講座

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ２　社会の制度・慣行等の見直し

2223

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

【武庫公民館実施】
・（市民企画講座）ママのための聴き方講座
2/16（母17人・子8人） 2/23（母7人・子10人） 3/23（母16人・子9人） 3/30（母14人・子11人）
【小田公民館実施】

目標・実績 2講座

実施でき
た

項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

2223

事業内容

達成
年度

参
考

関連する計画

評価１

教育委員会事務局 中央公民館 事業番号

必要のある講座についてボランティアによる保育の実施に努める。

講座を受講された方々やボランティアとして参加していただいた方々が、「保育」の分野に限らず地域に根付いた活動を継続
していただけるように、公民館講座をはじめとした事業（講座）に関する情報提供に努める。

２　社会における男女共同参画の推進

２　男女共同参画に関する学習活動の充実

講座時の一時保育の実施

（ＡＣＴＩＯＮ）

　公民館では、子育て中の人が1人で悩まず子育ての不安を解消できるように、自分磨きやリフレッシュするこ
とを目的とした気軽に参加できる講座を実施するとともに、地域が子育てに参加できる講座の実施を心がけて
いく。また、地域に根付いた活動を継続していただけるように情報提供に努める。

年度
【小田公民館実施】
・（こどもふれあいスクール事業）布遊具作り連続講座
6/9（母2人・子2人）　6/16（母2人・子2人） 6/23（母4人・子4人） 6/30（母4人・子4人）

・ママのイキイキ応援プログラム
【実施日及び参加者数】11/22（母41人・子20人）　12/13（母32人・子15人）　1/24（母36人・子13人）
・人をつなぐ地域を結ぶ、エンパワメントのためのワークショップ
【実施日及び参加者数】10/8（大人30人・子3人）　10/10（大人29人・子2人）
・ひなまつりを彩る料理教室　【実施日及び参加者数】3/2（大人35人・子5人）
・フェルトで作る音の出るおもちゃ　【実施日及び参加者数】3/16（大人8人・子1人）
・指で描く癒しのアート～パステル和（NAGOMI）アート～　【実施日及び参加者数】2/15（大人36人・子2人）

前年

２５
年度

今後の方向性
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参考 （
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

２
６
年
度
に

向
け
た

方
向
性

重
点
方
針

方
針

2
2
3
1

事
業
内
容

３
　
男
性
の
意
識
変
革
と
生
活
自
立

関
連
す
る
計
画

　
【
ト
レ
ピ
エ
】

○
男
性
セ
ミ
ナ
ー
「
男
性
の
た
め
の
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
」
（
講
師
：
吉
岡
俊
介
　
受
講
者
数
1
7人
）

○
働
く
母
親
を
応
援
す
る
男
性
・
子
ど
も
の
自
立
支
援
事
業
「
パ
パ
と
い
っ
し
ょ
に
ク
ッ
キ
ン
グ
＆
マ
マ
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
（
受
講
者
数
7
組
2
2人
）

　
【
人
権
課
】

○
人
権
啓
発
推
進
員
研
修
会
　
1
2回
/
年

・
8
/
7
（

木
）
「
子
ど
も
の
貧
困
と
教
育
」
（
講
師
：
人
権
啓
発
推
進
企
画
員
　
中
川
喜
代
子
　
受
講
者
1
0人
）

研
修
会
を
通
し
て
、
男
性
の
こ
ど
も
の
家
事
及
び
育
児
の
参
加
と
う
に
つ
い
て
も
学
習
し
た
。

○
人
権
啓
発
推
進
員
会
議
　
6
回
/
年

・
男
女
の
家
事
や
育
児
に
つ
い
て
会
議
に
て
協
議
を
行
っ
た
。

○
神
崎
総
合
セ
ン
タ
ー
定
例
講
座
に
て
子
育
て
自
分
育
ち
教
室
を
実
施
。
（
参
加
者
：
3
0
2
人
）

実
施
内
容
（
Ｄ
Ｏ
）

平
成
２
６
年
度
【
第
２
次
尼
崎
市
男
女
共
同
参
画
計
画
】
　実
施
状
況
調
査
票

事
業
番
号
/

事
業
名

施
策
の
方
向

事
業
概
要
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

○

基
本
目
標
２
　
社
会
の
制
度
・
慣
行
等
の
見
直
し

２
　
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

男
性
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

固
定
的
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
な
い
男
性
の
生
き
方
を
考
え
、
男
女
共
同
参
画
意
識
を
普
及
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
す
る
。

男
性
の
家
事
育
児
参
加
、
過
重
労
働
、
非
正
規
雇
用
の
増
加
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ま
ず
き
や
職
場
環
境
の
不
調
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

上
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
講
座
を
開
催
す
る

前
年

２
５

年
度

２
６

年
度

○
神
崎
総
合
セ
ン
タ
ー
定
例
講
座
に
て
子
育
て
自
分
育
ち
教
室
を
実
施
。
（
参
加
者
：
3
0
2
人
）

・
講
座
内
に
て
、
男
性
の
家
事
・
育
児
に
つ
い
て
も
学
習
を
行
っ
た
。

　
【
市
民
活
動
推
進
担
当
】

○
「
パ
パ
・
マ
マ
簡
単
手
作
り
お
菓
子
教
室
」
を
開
催
。
（
小
田
地
区
会
館
：
計
３
回
）

○
「
親
子
運
動
教
室
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会
」
を
開
催
。
（
武
庫
地
区
会
館
：
計
８
回
）

○
「
パ
パ
&
マ
マ
と
こ
ど
も
の
虫
・
む
し
講
座
」
を
開
催
（
園
田
地
区
会
館
:計
１
回
）

○
「
男
の
土
曜
塾
」
（
園
田
地
区
会
館
:計
１
回
）

講
師
：
吉
田
　
清
彦
氏

5
0歳
以
上
の
男
性
を
対
象
に
第
２
の
人
生
を
充
実
し
て
、
楽
し
く
、
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
、
男
性
が
家
庭
や
地
域
で
”
居
場
所
”
を
見
つ
け
る

た
め
の
講
座
を
開
催
。

　
【
中
央
公
民
館
（
武
庫
公
民
館
実
施
）
】

○
（
地
域
・
現
代
学
講
座
）
い
く
つ
に
な
っ
て
も
始
め
ら
れ
る
　
「
男
の
家
庭
料
理
入
門
講
座
」

1
/
1
7
（
1
8

人
）
　
1
/
3
1
（
1
9

人
）
　
2
/
1
4
（
2
0

人
）
　
2
/
2
8
（
1
8

人
）
　
3
/
1
4
（
2
0

人
）
　
3
/
2
8
（
1
9

人
）

○
「
じ
ぃ
じ
入
門
講
座
～
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
力
ア
ッ
プ
！
」
開
催

（
講
師
：
和
田
憲
明
　
受
講
者
数
：
1
1人
）

○
「
パ
パ
の
家
事
『
き
ほ
ん
の
き
！
』
～
家
族
が
よ
ろ
こ
ぶ
カ
ジ
ダ
ン
入
門
～
」
開
催

（
講
師
：
堀
田
寛
晶
、
和
田
憲
明
　
参
加
者
数
：
1
8人
）
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局
課

　
事
業
の
企
画
・
立
案
・
実
施
に
あ
た
り
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
。

　
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
に
実
施
し
た
か
。

　
対
象
者
と
し
て
男
女
双
方
を
想
定
し
た
か
。
ま
た
、
双
方
に
と
っ
て
利
用
・
参
加
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
た
か
。

　
文
章
の
表
現
・
イ
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
男
女
共
同
参
画
に
配
慮
し
て
い
る
か
。

（
そ
の
他
の
特
記
事
項
）
　
↓

事
業
番
号
2
2
3
1

達
成

年
度

評
価
１ 市
民
協
働
局

教
育
委
員
会
事
務
局

達
成
し
て
い
る

下
回
っ
た

男
性
自
身
の
意
識
変
革
の
た
め
の
男
性
セ
ミ
ナ
ー
実
施
数

年
1
講
座
以
上

　
　
　
　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
審
議
会
に
よ
る
指
摘
に
対
す
る
対
応
等
に
つ
い
て

（
Ａ
Ｃ
Ｔ
ＩＯ
Ｎ
）

今
後
の
方
向
性

評
価
２

（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）
　
数
値
目
標

備
考

実
績
の
評
価

年度
2
5年
度

　
【
ト
レ
ピ
エ
】

男
性
の
た
め
の
事
業
の
重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

家
事
参
加
、
労
働
問
題
な
ど
男
性
が
参
加
し
や
す
い
事
業
を
検
討
し
て
い
く

　
【
人
権
課
】

講
演
会
等
を
通
じ
て
、
固
定
的
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
な
い
男
性
の
生
き
方
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
意
識
を
普
及
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
。

　
【
市
民
活
動
推
進
担
当
】

市
内
６
地
区
会
館
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り
の
自
主
事
業
の
実
施
を
推
奨
し
て
い
く
。

　
【
中
央
公
民
館
】

今
後
も
引
き
続
き
地
域
課
題
・
社
会
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
の
中
で
、
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
【
協
働
・
男
女
参
画
課
】

照
会
を
行
う
に
あ
た
り
、
男
女
共
同
参
画
に
資
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
報
告
を
求
め
た
。
男
女
共
同
参
画
と
は
何
な
の

か
、
改
め
て
職
員
が
考
え
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
計
画
の
趣
旨
も
含
め
て
資
料
（
別
紙
）
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
口
頭
に
お
い
て
も
、
説
明
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
男
女
共
同
参
画
を
主
目
的
に
し
て
い
な
く
て
も
、
男
女
共
同
参
画
に
し
資
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
可
能
で
あ
る
こ
と
へ
の
理

解
が
一
歩
進
ん
だ
と
感
じ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
【
人
権
課
】

人
権
啓
発
推
進
員
研
修
会
・
会
議
及
び
神
崎
総
合
セ
ン
タ
ー
の
定
例
講
座
に
て
取
組
を
行
っ
た
。

事
業
所
管
課
だ
け
で
な
く
、
同
趣
旨
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
他
の
公
共
施
設
の
所
管
課
に
対
し
て
、
照
会
を
行
い
、
男
女
共
同
参
画
に
資
す
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催

の
有
無
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
い
。
な
お
、
照
会
の
際
に
は
、
事
務
局
（
協
働
・
男
女
参
画
課
）
か
ら
、
所
管
課
に
対
し
て
「
第
2
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
目
的
、
事
業
目
的
等

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
理
解
が
進
む
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

評
価
３

（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）
　
男
女
共
同
参
画
審
議
会
に
よ
る
指
摘
内
容

目
標
・
実
績

実
施
で
き
た

項
目
に
　

を
入
れ
て
く

だ
さ
い

2
8

（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
事
業
を
実
施
で
き
た
か

7
講
座

協
働
・
男
女
参
画
課
　
市
民
活
動
推
進
担
当
　
人
権
課

中
央
公
民
館

2
講
座

2
6年
度

目
標
値

目
標
項
目
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

備考

男女共同参画に関する図書・資料の収集・提供

関連する計画

女性センター情報資料室の貸出冊数及び入室者数

いずれも増加
2,546冊／
4,756人

市民の男女共同参画への理解を深めるため、女性センターの情報資料室において図書等の閲覧・貸出を行う。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

尼崎市の女性たちの活動の記録を今後も収集・保存していく。そのための方法を検討する。
情報資料室がより多くの人に利用されるように、利用者の意見を聞きながら運営を行う。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

男女共同参画に関する図書・視聴覚資料・行政資料などを収集し、
閲覧、貸出しを行うとともに、各種情報相談に応じた。
・蔵書数：8,207冊　（平成26年度増加冊数　311冊）
・利用状況
　　図書資料の貸出冊数　2,820冊
　　入室者数　5,427人（新規登録者数　114人）
○ブックフェアの開催　6回
○センター主催事業講座受講者に向けた情報資料室案内を発行している。25部発行
○学習情報の提供、図書資料紹介、男女共同参画に関する問合せについて情報相談
（レファレンス）を行っている。また情報資料室内には仕事・再就職・資格取得等の情報
を集めた「あまがさき女性チャレンジひろば」を設置し、情報提供を行っている。
○「子どもを預けて読書でリラックスタイム」を毎月一回実施

基本目標 ２　社会の制度・慣行等の見直し

２　社会における男女共同参画の推進

４　男女共同参画に関する情報資料の収集・提供

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28
2,820冊／
5,427人

2241

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

○センター主催事業講座受講者に向けた情報資料室案内を発行している。25部発行
○学習情報の提供、図書資料紹介、男女共同参画に関する問合せについて情報相談（レファレンス）を行っている。また情報資料
室内には仕事・再就職・資格取得等の情報を集めた「あまがさき女性チャレンジひろば」を設置し、情報提供を行っている。
○「子どもを預けて読書でリラックスタイム」を毎月一回実施

25年度

事業内容

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

男女共同参画に関する図書・視聴覚資料・行政資料などを収集し、閲覧、貸出しを行
うとともに、各種情報相談に応じた。
・蔵書数：7,896冊　（平成25年度増加冊数　318冊）
・利用状況
　　図書資料の貸出冊数　2,546冊
　　入室者数4,756人（新規登録者数　149人）
○ブックフェアの開催　4回

事業番号

参
考

評価１

市民協働局 協働・男女参画課

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針

年
度

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

方針

2241

今後の方向性

達成
年度

（ＡＣＴＩＯＮ）

市立の女性センターとして、尼崎市の女性たちの活動の記録を今後も収集・保存していく。情報資料室がより多くの人に利用
されるように、機能の強化や整備、他機関との連携を行っていく。
２５年度に始めた「子どもを預けて読書でリラックスタイム」は好評なので、今後も実施していく。

達成している 下回った
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

４　男女共同参画に関する情報資料の収集・提供

図書館及び公民館図書室等の配本所において、男女の人権の尊重など男女共同参画に関する図書を提供する。

関連する計画

今後も男女共同参画に関する新しい資料の収集やレファレンスに努める。
また、男女共同参画の関連月間などに資料（図書）別置展示を積極的に行うことで図書利用促進と啓発を図ります。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標

２　社会における男女共同参画の推進

図書館での情報提供

２　社会の制度・慣行等の見直し

（ＡＣＴＩＯＮ）

今後も男女共同参画に関する新しい資料の収集やレファレンスに努める。
また、男女共同参画の関連月間などに資料（図書）の別置展示を積極的に行うことで図書利用促進と啓発を図
る。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

＜2館共通の取り組み＞
・男女共同参画白書等の図書の提供（平成26年度男女共同参画計画審議会の指摘を受け、図書の購入に努めている）。
・協働・男女参画課等から配布されるパンフ、チラシ等を設置し図書館利用者に啓発を行った。
＜中央図書館の取り組み＞
・乳がん月間、また、ＤＶ防止月間（11月）などの啓発期間に関連資料を展示し、啓発と貸出促進を図った。
　①テーマ：「女性に対する暴力をなくす運動」　　展示期間：平成26年11月1日～11月26日
　②テーマ：「人権について考えてみませんか？」　　展示期間：平成26年12月7日～12月25日
　③テーマ：「女性問題について」　　展示期間：平成27年3月27日～4月16日
　　展示場所：2階入口エントランス
・一般配架に女性の本棚（女性の問題）と題し、常時閲覧、貸出が出来る状態にしている。
＜北図書館の取り組み＞
・ジェンダー関連展示として、関連本の展示、関連施設や資料の紹介をし、啓発と貸出促進を図った。
　テーマ：「女たるもの～自分らしく、あなたらしく～」　　展示期間：平成27年2月27日～3月25日
　展示場所：北図書館　1階ミニ展示コーナー　　展示内容：関連本の展示、女性センタートレピエの紹介、関連資料の展示。

・男女共同参画白書等の図書の提供（男女共同参画に関する資料点数　154冊）
・協働・男女参画課等から配布されるパンフ、チラシ等を設置し図書館利用者に啓発を行った。
・昨年に引き続き図書館入口エントランスにおいて、10月8日～11月6日まで、乳がん月間、また、ＤＶ防止月間（11月）など、関連資
料を展示し、啓発と貸出促進を図った。
・一般配架に女性の本棚（女性の問題）と題し、常時閲覧、貸出が出来る状態にしている。

レファレンスを行う職員に対して、男女共同参画に関する研修を受講させるなど、レファレンスサービスの向上に努められ
たい。また、北図書館（指定管理施設）の取組についても合わせて報告されたい。

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

　　　　　　　男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

男女共同参画について理解を深め多様な視点をもってレファレンスや展示が行えるように研修を行っている。
・北図書館の取組みについては平成26年度実施内容を参照。

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

2242

事業内容

達成
年度

参
考

2242
評価１

教育委員会事務局 中央図書館 事業番号
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

男女共同参画を推進する団体・グループの支援と連携の推進

男女共同参画の推進と女性の自立、社会参加等を支援するため、多くの市民が参加できるフォーラムを開催し、団体・自主
グループの育成と相互の連携を図る。また、登録団体制度を推進する。

関連する計画

５　女性団体・グループの支援とネットワークの推進

2251(3232)

男女共同参画を推進するためには、地域で活動する団体・グループとの連携、協働が重要であるとの視点から、団体、グ
ループとの連携を強めていく。自主グループ、活動登録団体などを通した活動支援も進める。

事業内容

参
考

【団体・グループへの支援】
（１）自主グループ（トレピエで実施した講座の受講者などが引き続き活動している団体。5団体）
支援内容：保育は1年間、1回500円で実施　／　部屋の予約を一般より1ケ月前から受付　／　部屋使用料5割減免
○市内外の団体と協働し、講座、セミナー、映画会などを開催した。
（２）活動登録団体（トレピエを拠点として「男女共同参画社会の実現」をめざして活動している団体。10団体）
支援内容：部屋代年2回無料使用　／　HPでの活動紹介　／　部屋の予約を一般より1ケ月前から受付　／　部屋使用料5割減免
【連携の推進】
○あまがさき女性フェスティバル
　※尼崎市女性団体協議会が中心となり、35団体が実行委員会を構成。
○あまがさき女性フォーラム
　※活動登録団体他のグループの参画のもと企画運営委員会を構成。
○市民企画講座、ギャラリー公募展示の実施
　連携を密にしながら企画と当日の運営に参画。

女性センターに登録している男女共同参画を推進する団体数

（ＡＣＴＩＯＮ）

地域への男女共同参画を浸透するために、団体・グループとの連携、協働を進める。
また女性センターだけではできない事業も、様々な団体と協働することで可能となる。
現在実施している事業の継続のほか、今後も団体への協力ができるよう柔軟に対応していく。
様々な団体・グループとの協働の在り方についても随時見直しながら支援を行う。

実施内容

11団体

（ＤＯ）

２６
年度

【団体・グループへの支援】
（１）自主グループ（トレピエで実施した講座の受講者などが引き続き活動している団体。5団体）
支援内容：保育は1年間、1回500円で実施　／　部屋の予約を一般より1ケ月前から受付　／　部屋使用料5割減免
○市内外の団体と協働し、講座、セミナー、映画会などを開催した。
（２）活動登録団体（トレピエを拠点として「男女共同参画社会の実現」をめざして活動している団体。11団体）
支援内容：部屋代年2回無料使用　／　HPでの活動紹介　／　部屋の予約を一般より1ケ月前から受付　／　部屋使用料5割減免
【連携の推進】
○あまがさき女性フェスティバル
　※尼崎市女性団体協議会が中心となり、29団体が実行委員会を構成。
○あまがさき女性フォーラム
　※活動登録団体他のグループの参画のもと企画運営委員会を構成。
○市民企画講座の実施
　連携を密にしながら企画と当日の運営に参画。

前年

２５
年度

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標

２　社会における男女共同参画の推進

２　社会の制度・慣行等の見直し

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

10団体目標値（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価 達成している 下回った 備考

今後の方向性

事業番号

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

2251(3232)

年
度

25年度26年度
達成
年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

評価１

増加 28

市民協働局 協働・男女参画課

-70-



局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

(　)内は、調査対象件数

(　)内は、調査対象件数

1(0) 0(0)

※申出処理パンフレットを作成（平成24年度）（約500部）
　配布先：本庁（市民相談）、ＪＲ尼崎ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ、阪急塚口ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ、情報政策課、各地域振興ｾﾝﾀｰ、ﾄﾚﾋﾟｴ

25年度 0(0) 2(0) 0(0)

0(0)

23年度 0(0)

0(0) 0(0)
24年度 0(0) 2(2) 0(0) 0(0) 0(0)
23年度 0(0) 0(0) 0(0)

神戸市 大阪府 大阪市 尼崎市

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ２　社会の制度・慣行等の見直し

２　社会における男女共同参画の推進

６　男女共同参画に関する人権侵害への対応

（ＡＣＴＩＯＮ）

近隣都市でも申出件数が少ない状態であり、本市でも件数が増加するとは考えにくいが、男女共同参画関係
施策を推進していくうえでのチェック機能を有する機関として、市民にとって申出の機会が確保されていることに
意義があると考える。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

22年度 1(0) 1(1) 1(1) 0(0)

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

2261

事業内容

達成
年度

参
考

申出処理制度の運営

男女共同参画社会づくりに関する施策や人権侵害行為などの申出について、申出処理委員の調査の結果を踏まえて、市が
適切に対応する申出処理制度を運営する。

2261
評価１

市民協働局 協働・男女参画課 事業番号平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

近隣都市でも申出件数が少ない状態であり、本市でも件数が増加するとは考えにくいが、男女共同参画関係施策を推進して
いくうえでのチェック機能を有する機関として、市民にとって申出の機会が確保されていることに意義があると考える。

申出なし
○【参考】近隣自治体の男女共同参画（苦情）申出件数

兵庫県 神戸市 大阪府 大阪市 尼崎市

関連する計画

申出なし
○【参考】近隣自治体の男女共同参画（苦情）申出件数

兵庫県

0(0) 0(0) 0(0) 0(0)

0(0) 0(0)24年度 0(0) 2(2) 0(0)
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